
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

２校 ２校 ２校

２校

２校

２校 ２校 達成

達成

２校

1,764 1,764 1,764

合計 3,816 3,474 3,662

Ｈ２４ H25
目標

現況
（見込） 目標 成果 達成状況

・高等学校通信制課程に在籍する生徒のうち、一定の要件を満たす者への教科書等購入費の補助
・生徒子弟託児事業の実施

県立高等学校通信制課程で学ぶ生徒に対し、適切な学習環境を提供する。

・県立高等学校通信制課程２校
・高等学校通信制課程は、幼い子供を養育しながら学ぶ生徒や勤労青少年の学びの場である。そのため、スクーリングの際の託児や、勤
労青少年への教科書補助による修学支援を必要としている。

成果目標の達成状況

項目

通信制課程教科書
購入費補助事業

通信制生徒子弟託
児事業

事業番号 14 03 03 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 通信教育運営費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

５　すべての子どもの学びを保障する支援 実施期間 H9 ～

課・室 高校教育課

＜参考＞
総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail koko@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
７-１　子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

県が関与
する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 ・県立高等学校に在学する生徒を対象とする
・高等学校の定時制教育及び通信教育振興法□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目指す姿

現状

通信制生徒子弟託児事業 直接
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績
H24 H25

（当初） （決算） （当初）

高等学校通信制課程教科書
購入費補助事業

補助金・
交付金

当該年度に履修する教科・科目の教科書及び学習書
の購入代金

1,317 1,026 1,166

幼い子供を養育しながら学ぶ生徒へのスクーリングの
際の託児支援

735 684 732

消耗品費、印刷代、郵便料、コピー使用料等管理経費等 直接

3,876 3,816 3,662

合計（A) 4,162 3,662

予
算
額

前年度繰越

当初予算 4,162

補正予算

3,876 3,816

Aの
財源

4,162 3,876 3,816 3,662

概　算
人件費

0.10 0.10 0.10 0.10

832

3,434 3,488 3,474

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

現行どおり継続して事業を実施

目標に対
する成果
の状況

通信制課程に在籍する生徒のうち、一定の要件を満たす生徒へ教科書等購入費を補助し、教育の機会均等を図った。(２校)
幼い子供を養育しながら通信制で学ぶ生徒が、スクーリングの際に子供を託児して勉学に精励できるよう託児所を開設し、支援を行った。
(２校)

 概算事業費（B（A）+C） 4,266 4,314 4,300 4,488

826 826 826

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度 25年度


	点検（様式３）

